
１．国体出場資格

１） 成年種別

① 居住地を示す現住所　（住所を有し、かつ日常生活をしていること）

② 勤務地　（雇用者と雇用契約を締結した上で現在主たる勤務実態を有する会社の所在地）

③ ふるさと（所定の方法でふるさと登録をしなければならない）

２） 少年種別

① 居住地を示す現住所　（住所を有し、かつ日常生活をしていること）

② 学校教育法第１条に規定する学校の所在地

③ 勤務地　（雇用者と雇用契約を締結した上で現在主たる勤務実態を有する会社の所在地）

＊注意事項

　 ① 上記に属する所属都道府県のうち「ふるさと」以外は、平成２６年４月３０日以前から

大会参加時まで引き続き当該地にそれぞれ居住、勤務、通学していなければならない。

② 前回と異なる都道府県から参加する場合は、都道府県の予選会を含め２大会以上の

間を置かなくてならない。但し「ふるさと」は例外とする。

③ 「ふるさとは」とは、卒業中学・高等学校のいずれかの所在地が属する都道府県とする。

＊選手の年齢基準

① 少年女子　　平成8年4月2日以降平成12年4月1日以前の出生者（但し、中学生は中３のみ）

② 成年女子Ａ 平成2年4月2日以降平成8年4月1日以前の出生者（18歳以上24歳未満）

③ 成年女子Ｂ 平成2年4月1日以前の出生者（24歳以上）

④ 少年男子　 平成8年4月2日以降平成12年4月1日以前の出生者（但し、中学生は中３のみ）

⑤ 成年男子Ａ　昭和63年4月2日以降平成8年4月1日以前の出生者（18歳以上26歳未満）

⑥ 成年男子Ｂ 昭和55年4月2日以降昭和63年４月１日以前の出生者（26歳以上34歳未満）

⑦ 成年男子Ｃ 昭和55年4月1日以前の出生者（34歳以上）

２．神奈川県代表選手選考について

上記国体出場資格のいずれかに該当し下記の選考基準を満たしたものを選考する。

１） 選孝基準

① アルペン競技は、当連盟が主催する事業に積極的に参加し、また国体選考会において成績が

優秀な者。但し、大学生は、全日本学生スキー選手権と重なる場合は、その成績を考慮する。

② クロスカントリーは、当連盟が主催する、国体選考会において成績が優秀な者。

但し、全日本学生選手権と同時開催の場合は、全日本学生チャンピオンスキー大会

及び全日本学生選手権の成績を考慮する。

③ 前年度国体において３位以内入賞及び２大会以上入賞者で、入賞が期待できる者。

④ 少年組においては、選考会の成績と将来性を考慮して選考する。

⑤ 神奈川県代表選手としてふさわしい者。

⑥ 国体健康診断を受診し、健康であると認められた者。

⑦ ＳＡＪが事前に予選会を免除した選手以外は全て選考会でスタートした選手から選考する。

２） 選孝方法

大会終了後選考委員会を開催して、上記の条件を十分満たした者をその場において

候補選手として内定し、理事会において承認後、県体協に推薦し決定とする。

３） 選孝委員会構成

国体派遣選手選考規程第２条に基づき、会長又は副会長、専務理事又は常務理事、

競技本部長、競技本部理事、競技本部コーチ若干名。

所属都道府県は、下記のいずれかが属する都道府県から選択することが出来る。
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